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都
市
農
業
基
本
法

の
制
定
が
目
の
前
に

見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
実
現
と
実
効
あ

る
施
策
展
開
に
向
け

て
全
国
運
動
の
先
頭

に
立
っ
て
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

　

須
藤
副
会
長
（
Ｊ

　

去
る
８
月
19
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
第
１
１
５
回
通
常
総
会
に

お
き
ま
し
て
、こ
れ
ま
で
５
期
15
年

に
亘
る
波
多
野
前
会
長
が
勇
退
さ

れ
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

青
山
佾
（
や
す
し
）で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
42
年
に
東
京
都
に
入
り
、

４
年
間
東
京
都
副
知
事
を
務
め
た

後
の
平
成
15
年
に
退
職
、
現
在
は

明
治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授

の
ほ
か
、
自
治
体
政
策 

・
都
市

政
策
等
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
全
国
農
業

会
議
所
の
「
『
農
』
の
あ
る
暮
ら

し
づ
く
り
支
援
対
策
事
業
検
討
委

員
会
」
の
委
員
長
と
し
て
、
地
域

農
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
巡
る

厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
東
京
都
の

農
業
委
員
会
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
活
動
を
誇
り
に
発
言
し
て 

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

青山会長

都
農
業
会
議
創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
く

 
 

都
農
業
会
議
は
、
８
月
19
日
に

創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
90
名
の
来
賓
・
会
議
員
の
出
席

を
得
て
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
き

ま
し
た
。

　

波
多
野
会
長
（
当
時
）
の
主
催

者
挨
拶
、
山
本
都
産
業
労
働
局
長
、

吉
野
都
議
会
議
長
、
竹
内
市
長
会

会
長
、
全
国
農
業
会
議
所
松
本
専

務
、
須
藤
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
・
各

連
会
長
の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
功

労
者
に
対
し
、
知
事
感
謝
状
（
４

名
）
、
全
国
農
業
会
議
所
会
長
表

彰
状
（
14
名
）
、
都
産
業
労
働
局

長
感
謝
状
（
８
名
）
、
農
業
会
議

会
長
表
彰
状
（
22
名
）
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ａ
中
央
会
・
各
連
会
長
）、
吉
川
副

会
長
（
町
田
市
農
委
会
長
）
共
々
、

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
精
一
杯
努
力

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
倍
旧
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

青
山　

佾

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
な
ど
決
定

　
　
　
　
　
　
　

新
役
員
・
監
査
委
員
を
選
任

第
１
１
５
回
東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会

 
 

都
農
業
会
議
は
８
月
19
日
、
第

１
１
５
回
通
常
総
会
を
開
き
、
①

６
号
会
議
員
の
辞
任
お
よ
び
②
選

任
、
③
平
成
25
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
④
歳
入
・
歳
出
決
算
の
承
認
、

⑤
東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建

議
（
２
面
）
の
５
議
案
を
決
定
し

ま
し
た
。
協
議
で
は
、
組
織
を
巡

る
情
勢
を
説
明
し
、
対
応
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

お
よ
び
監
査
委
員
の
選
挙
を
行
い
、

次
の
会
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

会
長
＝
青
山
佾
（
学
識
経
験
・

新
任
）
▼
副
会
長
＝
吉
川
庄
衞
（
町

田
市
・
新
任
）
・
須
藤
正
敏
（
Ｊ

Ａ
中
央
会
・
新
任
）
▼
監
査
委
員

＝
杉
﨑
一
三
六
（
調
布
市
・
新
任
）・

井
上
吉
夫
（
利
島
村
・
新
任
）

吉川副会長須藤副会長

挨拶を述べる波多野重雄会長（当時）

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議

会
（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）

は
、
９
月
２
～
３
日
に
第
27
回

島
し
ょ
農
業
委
員
・
農
業
者
大

会
を
開
き
、
６
島
か
ら
農
業
委

員
な
ど
34
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

２
日
の
大
会
で
は
「
島
し
ょ

農
業
の
活
性
化
を
支
え
る
施
策

に
関
す
る
要
望
」
と
「
島
し
ょ

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推

進
」
を
決
議
し
、
ま
た
、
「
島
民

と
と
も
に
育
て
る
島
の
農
業
と

農
業
委
員
会
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
瑞
穂
町
の
遊
休

農
地
解
消
と
新
規
就
農
者
受
入

れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究

し
ま
し
た
。

島
し
ょ
農
業
の
活
性
化
に
関
す
る
要
望
な
ど
決
議

　
　
　

瑞
穂
町
の
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
な
ど
研
究

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

瑞穂町で新規就農した佐藤成慶さん（左から
２人目）の圃場を見学する

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
町
３
―
５
―
24

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
４
２
―
５
２
５
―
０
８
７
０

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
４
２
号　

平
成
26
年
９
月
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第
５
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
26
年
８
月
19

日

に  

開
催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

①
改
選
に
伴
い
議
席
を  

決
定
し
た
。

　

②
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

く

知

事

諮

問

は
、

第

４

条  

１
件
７
２
・
１
７
㎡
、
第
５

条
２
件
５
５
５
㎡
に
つ
い
て  

許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決

定
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

　

８
月
19
日
開
催
の
第
１
１
５
回

東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会
で
決

定
さ
れ
た
「
東
京
都
農
業
政
策
に

関
す
る
建
議
～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
豊
か
な
食
と
緑
の
あ
る

東
京
へ
～
」
の
要
旨
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

１
．
農
業
の
あ
る
東
京
に
向
け
た

政
策
の
再
構
築

　

来
る
二
〇
二
〇
年
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
時
代

の
要
請
に
こ
た
え
た
豊
か
な
食
と

緑
が
あ
る
新
し
い
都
市
像
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

将
来
に
わ
た
り
農
業
の
あ
る
都
市

を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
的
な
政

策
を
早
急
に
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。

２
．
都
内
産
農
産
物
の
増
産
と
担

い
手
支
援

(1) 

都
内
産
農
産
物
の
確
保
と
生

産
振
興

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
準
備
か
ら
会
期
中

ま
で
、
必
要
な
食
材
や
花
き
、
植

木
の
う
ち
都
内
産
で
確
保
す
る
も

の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
計
画
的

な
増
産
へ
向
け
た
生
産
振
興
を
は

か
る
こ
と
。
な
お
公
共
事
業
に
使

用
す
る
花
き
・
植
木
は
、
そ
の

50
％
以
上
を
都
内
産
で
確
保
す
る

規
定
を
設
け
る
こ
と
。

(2) 

都
心
へ
の
恒
常
的
な
農
産
物

供
給
ル
ー
ト
の
確
立

　

都
心
の
消
費
者
へ
都
内
産
農
産

物
を
届
け
る
供
給
ル
ー
ト
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
契
機
と
し
て
都
内
産
の

新
鮮
な
農
畜
産
物
を
集
荷
し
て
都

心
へ
届
け
る
恒
常
的
な
ル
ー
ト
と

手
法
を
確
立
す
る
こ
と
。

(3) 

都
内
産
農
産
品
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設

　

い
つ
で
も
手
軽
に
都
内
産
の
農

産
物
や
加
工
品
が
手
に
入
り
、
情

報
発
信
と
流
通
の
拠
点
と
な
る
よ

う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
都
心

に
開
設
す
る
こ
と
。

(4) 

農
業
施
設
の
導
入
・
整
備
の

支
援

　

生
産
力
の
向
上
を
図
る
担
い
手

農
家
を
後
押
し
す
る
た
め
、
必
要

な
農
業
施
設
等
の
導
入
・
整
備
を

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

３
．
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
情
報
発

信
の
強
化

(1) 

都
内
産
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立

　

都
内
産
農
産
物
の
価
値
の
向
上

に
向
け
、
「
東
京
ブ
ラ
ン
ド
農
産

物
認
証
制
度
」
（
仮
称
）
を
創
設

す
る
と
と
も
に
国
内
外
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
戦
略
を
構
築
し
て
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
。

(2) 

都
内
産
農
産
物
の
機
能
性
の

研
究
・
発
信

　

食
の
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
て

都
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
地
域
特

産
の
農
産
物
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

健
康
に
与
え
る
機
能
性
を
研
究

し
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
。

(3) 

情
報
収
集
・
発
信
の
強
化

　

東
京
を
訪
れ
る
人
々
や
都
民
が

常
に
最
新
の
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
、
情
報
を
集
約
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
発
行

物
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
情
報

発
信
を
強
化
す
る
こ
と
。

４
．
農
業
後
継
者
の
支
援

　

農
業
後
継
者
を
支
援
す
る
た

め
、
就
農
し
た
後
の
数
年
間
、

農
業
後
継
者
の
収
入
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
農
業
後
継
者
育
成
給

付
金
事
業
」
（
仮
称
）
を
創
設
す

る
こ
と
。

５
．
６
次
産
業
化
と
農
商
工
連
携

の
推
進

　

農
業
経
営
の
６
次
産
業
化
や
新

商
品
開
発
を
支
援
す
る
施
策
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
産

業
や
分
野
と
の
連
携
強
化
を
支
援

す
る
こ
と
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
な
ど
に
つ
い
て
研
究

広
報
研
究
会

　

都
農
業
会
議
は
、
９
月
10
日

に
南
新
宿
ビ
ル
に
て
、
広
報
研

究
会
を
開
き
、
農
業
委
員
や
農

業
委
員
会
職
員
な
ど
約
70
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
の
情

報
活
動
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う

と
開
か
れ
た
も
の
で
、
都
内
40

以
上
の
農
業
委
員
会
で
発
行
さ

れ
て
い
る
農
業
委
員
会
だ
よ
り

な
ど
の
情
報
誌
の
作
成
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
情
報
活
動
の

重
要
性
や
、
農
業
委
員
会
だ
よ

り
な
ど
に
掲
載
す
る
記
事
の
書

き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
研
究
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
瑞
穂

町
、
多
摩
市
、
立
川
市
、
武
蔵

野
市
よ
り
、
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
農
業
会
議
所

情
報
事
業
本
部
長
の
稲
垣
照
哉

氏
か
ら
、
農
業
委
員
会
を
め
ぐ

る
情
勢
と
全
国
農
業
新
聞
の
普

及
推
進
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
農
業
委
員
は
「
統

一
改
選
に
伴
い
、
農
業
委
員
会

だ
よ
り
の
編
集
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
今
日
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
に
活
か
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から瑞穂町、立川市、武蔵野市、多摩市の農業
委員会だより。工夫が凝らされて作られている。

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
要
旨
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常
任
会
議
員
名
簿

　
　

（
敬
称
略
・
９
月
１
日
現
在
）

荒
堀
安
行
（
足
立
区
）

岩
楯
重
治
（
江
戸
川
区
）

村
野
和
男
（
福
生
市
）

宮
川　

修
（
羽
村
市
）

吉
川
庄
衞
（
町
田
市
）

小
暮
和
幸
（
多
摩
市
）

松
本
一
宏
（
稲
城
市
）

粕
谷
秀
夫
（
立
川
市
）

井
口
良
美
（
武
蔵
野
市
）

肥
沼
和
夫
（
東
村
山
市
）

榎
戸
岩
男
（
国
分
寺
市
）

松
村
俊
夫
（
清
瀬
市
）

沖
山
慶
孝(

八
丈
町)

須
藤
正
敏
（
中
央
会
）

小
林
辰
男
（
農
業
共
済
）

横
山
和
男
（
信
連
）

若
林
政
夫
（
基
金
協
）

須
藤
正
敏
（
改
良
普
及
協
）

産
形　

稔(

農
林
振
興
財
団)

野
﨑
啓
太
郎
（
全
農
）

松
原
宏
武
（
全
共
）

吉
野
利
明
（
都
議
会
議
員
）

髙
橋
信
博
（
都
議
会
議
員
）

藤
野　

勝
（
市
長
会
）

石
塚
幸
右
衛
門
（
町
村
会
）

青
山　

佾
（
学
識
経
験
）

清
水
武
男
（
経
営
者
ク
ラ
ブ
）

＊
改
選
の
た
め
１
名
欠
員

東
京
都
農
業
会
議
創
立
60
周
年

記
念
功
労
表
彰
者
（
敬
称
略
）

１
．
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
者

（
計
４
名
）

（
１
）
農
業
会
議
員

小
林
辰
男
（
農
水
財
団
・
農
業
共

済
）

波
多
野
重
雄
（
学
識
経
験
）

石
塚
幸
右
衛
門 

（
町
村
会
）

（
２
）
農
業
会
議
職
員

原　

修
吉

２
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
表
彰

状
贈
呈
者
（
計
14
名
）

（
１
）
農
業
会
議
員

清
水
宏
悦
（
葛
飾
区
）

宮
川　

修
（
羽
村
市
）

上
野
正
男
（
日
の
出
町
）

肥
沼
和
夫
（
東
村
山
市
）

榎
戸
岩
男
（
国
分
寺
市
）

廣
瀬
信
郎
（
御
蔵
島
村
）

菊
池
勝
男
（
八
丈
町
・
基
金
協
会
・

全
農
都
本
部
）

小
林
辰
男
（
農
水
財
団
・
農
業
共

済
）

石
塚
幸
右
衛
門
（
町
村
会
）

（
２
）
農
業
会
議
職
員

原　

修
吉　

北
沢
俊
春

相
原
宏
次　

深
澤　

司

権
藤
綾
子

３
．
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝

状
贈
呈
者

農
業
会
議
員
（
８
名
）

清
水
宏
悦
（
葛
飾
区
）

宮
川　

修
（
羽
村
市
）

濱
野
芳
男
（
奥
多
摩
町
）

肥
沼
和
夫
（
東
村
山
市
）

榎
戸
岩
男
（
国
分
寺
市
）

廣
瀬
信
郎
（
御
蔵
島
村
）

菊
池
松
太
郎
（
青
ヶ
島
村
）

早
川 

 

保
（
小
笠
原
村
）

４
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

（
22
名
）

（
１
）
農
業
会
議
員

松
澤
育
男
（
板
橋
区
）

清
水
宏
悦
（
葛
飾
区
）

岩
楯
重
治
（
江
戸
川
区
）

川
鍋
良
一
郎
（
青
梅
市
）

野
﨑　

博
（
福
生
市
）

平
野
正
延
（
あ
き
る
野
市
）

宮
川　

修
（
羽
村
市
）

岸　

関
雄
（
瑞
穂
町
）

上
野
正
男
（
日
の
出
町
）

濱
野
芳
男
（
奥
多
摩
町
）

原
田　

實
（
稲
城
市
）

肥
沼
和
夫
（
東
村
山
市
）

榎
戸
岩
男
（
国
分
寺
市
）

高
木 

光
雄
（
狛
江
市
）

眞
野
忠
彦
（
東
大
和
市
）

前
田
隆
夫
（
利
島
村
）

菊
池
松
太
郎
（
青
ヶ
島
村
）

早
川 

保
（
小
笠
原
村
）

小
林
辰
男
（
農
水
財
団
・
農
業
共

済
）

石
塚
幸
右
衛
門
（
町
村
会
）

（
２
）
農
業
会
議
職
員

松
澤
龍
人　

田
中　

誠

農
業
委
員
会
制
度
見
直
し
等
改
革
案
へ
の
意
見
要
旨

　

都
農
業
会
議
は
８
月
19
日
開

催
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
去

る
６
月
24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、
農
業
委
員
会
制
度
見
直
し

等
の
改
革
案
の
主
な
項
目
に
つ

い
て
、
意
見
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

〔
意
見
の
要
旨
〕

(1)
公
選
制
の
廃
止
と
市
町
村
長

の
選
任
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

◎
「
農
業
委
員
に
適
切
な
人
を

透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
選
出

す
る
方
法
」
は
、
選
管
委
員
会

の
所
掌
に
よ
り
実
施
す
る
公
選

制
を
基
本
と
す
る
現
行
の
農
業

委
員
会
制
度
が
、
公
平
性
・
透

明
性
の
あ
る
選
出
方
法
と
し
て

ベ
ス
ト
で
あ
る
。

(2)
意
見
の
公
表
・
建
議
等
の
法

令
業
務
か
ら
の
削
除
に
つ
い
て

◎
建
議
や
意
見
の
公
表
等
は
、

公
平
性
・
透
明
性
を
持
ち
、
合

議
体
で
あ
る
公
選
制
を
基
本
と

し
た
農
業
委
員
会
が
決
定
し
、

法
令
業
務
と
し
て
執
行
し
て
い

る
こ
と
に
重
み
が
あ
り
、
農
地
・

農
業
行
政
の
推
進
に
重
要
な
意

義
が
あ
る
。

(3)
農
業
委
員
定
数
の
削
減
と
「
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
の

新
設
に
つ
い
て

◎
「
農
業
所
得
を
10
年
間
で
倍

増
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ

の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
農
地

の
８
割
を
担
い
手
に
農
地
集
積

し
、
競
争
力
の
あ
る
農
業
経
営

を
創
出
す
る
」
と
い
う
農
業
政

策
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、

地
域
の
こ
と
を
最
も
よ
く
知
る

農
業
委
員
が
不
可
欠
で
あ
り
、

委
員
数
の
半
減
は
、
そ
の
目
的

に
相
反
す
る
提
案
と
考
え
る
。

◎
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
農
業
委

員
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
新

た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
置
く
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

報
酬
に
つ
い
て
も
格
差
が
あ
り
、

使
命
感
の
あ
る
活
動
を
望
む
こ

と
は
難
し
い
。

(4)
農
業
委
員
会
職
員
の
人
事
サ

イ
ク
ル
の
長
期
化
に
つ
い
て

◎
長
期
化
は
、
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
等
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

職
員
の
専
門
性
は
、
系
統
組
織

と
し
て
の
農
業
会
議
職
員
の

フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
補
完
さ
れ
る

べ
き
。
職
員
の
増
員
の
方
が
ス

ム
ー
ズ
な
窓
口
対
応
や
所
掌
事

務
が
可
能
と
な
る
。

(5)
都
道
府
県
農
業
会
議
・
全
国

農
業
会
議
所
に
つ
い
て　

◎
「
農
地
保
全
と
利
用
促
進
お

よ
び
農
業
経
営
支
援
」
に
特
化

し
た
現
行
の
法
人
格
が
「
系
統

組
織
」
と
し
て
、
地
域
農
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。
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東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
結
果
概
要

　

都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
の

委
託
を
受
け
、
平
成
24
年
産
の

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

を
と
り
ま
と
め
し
た
。

　

本
調
査
の
実
施
に
あ
た
り  

ま
し
て
は
、
調
査
対
象
者
各
位

は
も
と
よ
り
、
農
業
委
員
会
を

は
じ
め
区
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
関

係
機
関
よ
り
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
あ

ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
平
成
19
年

産
以
降
、
毎
年
、
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

本
調
査
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
、
あ

ら
た
め
て
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
調
査
結
果
の
概
要

な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

【
調
査
名
】

　

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

（
平
成
24
年
産
）

【
調
査
対
象
期
間
】

　

平
成
24
年
１
月
～
12
月

【
調
査
対
象
区
市
町
村
】

　

49
区
市
町
村

（
農
地
の
あ
る
都
内
区
市
町
村  

※
北
区
を
除
く
）

【
調
査
対
象
者
】

　

農
業
経
営
面
積
10
ア
ー
ル
以
上

の
農
家

【
対
象
作
物
】

　

野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
穀
類
・

工
芸
作
物
・
植
木
・
グ
ラ
ン
ド
カ

バ
ー

【
調
査
項
目
】

　

作
付
面
積
、
出
荷
量
（
花
き
な

ど
）
、
生
産
本
数
（
植
木
）
な
ど

【
調
査
状
況
】

 
① 

調
査
対
象
者

　

１
万
４
千
８
６
７
戸

 

② 
調
査
回
収

　

１
万
４
７
２
戸
（
回
収
率
約

70
・
４
％
）

 

③ 

有
効
回
答

　

１
万
21
戸
（
有
効
回
答
率
約

67
・
４
％
）

【
調
査
結
果
概
要
】

　

東
京
都
全
体
・
地
区
別
・
区
市

町
村
ご
と

 

① 

農
業
産
出
額
＝
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載

 

② 

農
業
産
出
額
順
位
（
野
菜
・

果
樹
・
花
き
・
工
芸
作
物
の
み
対

象
）
＝
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

③ 

作
付
の
べ
面
積
＝
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載

 

④ 

平
成
19
年
産
～
平
成
24
年
産

の
東
京
都
の
主
要
野
菜
作
付
面

積
・
収
穫
量
の
推
移
＝
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載　
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東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
篠
崎
道
明
会
長
）
は
、
８
月

29
日
に
、
全
体
研
究
集
会
を
南
新

宿
ビ
ル
に
て
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
40
回
永
年
勤
続

表
彰
を
行
い
、
会
員
13
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

引
き
続
き
、
農
林
水
産
省
都
市

農
業
室
の
沖
和
尚
室
長
よ
り
、
都

市
農
業
の
情
勢
等
に
つ
い
て
を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
開
き
ま
し

た
。

　

表
彰
者
は
左
記
の
13
名
で
す
。

▼
藤
田
茂
輝
・
今
茂
（
足
立
区
）

東
京
都
へ
「
要
望
」
の
実
現
を
要
請

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

▼
吉
田
肇
・
佐
藤
香
（
葛
飾
区
）

▼
中
山
裕
子
（
青
梅
市
）

▼
井
上
悟
（
瑞
穂
町
）

▼
新
海
紀
代
美
（
立
川
市
）

▼
椹
澤
有
一
（
府
中
市
）

▼
小
沢
茂
（
狛
江
市
）

▼
百
々
和
彦
（
東
村
山
市
）

▼
奥
山
拓
（
八
丈
町
）

▼
渋
谷
正
昭
・
持
田
憲
一
（
小
笠

原
村
） 

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
表
彰
・
講
演
会
開
く

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会
が
全
体
研
究
集
会
開
く

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
農

業
会
議
は
、
東
京
の
農
業
者
と

消
費
者
が
共
に
学
び
新
た
な
関

係
を
築
く
場
と
す
る
た
め
、
都

消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
と
共

催
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

日
時
＝
平
成
26
年
12
月
10
日

（
水
）
、
午
後
２
時
よ
り

　

会
場
＝
中
野
区
・
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
13
階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

　

主
な
内
容
＝
①
小
泉
武
夫
さ

ん
（
農
学
博
士
・
東
京
農
業
大

学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
講
演
「
都

市
農
業
で
健
康
長
寿
の
食
生
活

を
つ
く
ろ
う
」
、
②
農
業
者
と

消
費
者
の
意
見
交
換
会

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
区

市
町
村
の
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す

要望書を手渡す清水会長（右）と
寺﨑農林水産部長（左）

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水

武
男
会
長
）
は
７
月
28
日
、
都
に

対
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
市
の
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
会

長
な
ど
役
員
ら
が
都
庁
を
訪
問
し
、

寺
﨑
農
林
水
産
部
長
に
６
月
の
総

会
で
決
定
し
た
「
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
」
を
手
渡
し
、

要
望
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
農
林
水
産
部
の
幹
部

ら
と
地
域
農
業
を
め
ぐ
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ブ
役
員
か
ら
は
雪
害
を
受

け
た
農
業
施
設
の
再
建
や
修
繕
に

関
す
る
質
問
、
都
の
補
助
事
業
に

対
す
る
要
望
が
出
さ
れ
、
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

表彰を受ける葛飾区の佐藤香さん（右）


